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共同養育計画合意公正証書  
 
 
第 １ 条 （ 離 婚 の 合 意 等 ）  
 夫 〇 〇 〇 〇 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。） と 妻 〇 〇 〇 〇 （ 以 下 「 乙 」 と い う 。）

は ， 本 日 両 者 間 の 未 成 年 の 長 男 〇 〇 （ 平 成 〇 年 〇 月 〇 日 生 ， 以 下 「 丙 」 と

い う 。） 及 び 二 男 〇 〇 （ 平 成 〇 年 〇 月 〇 日 生 ， 以 下 「 丁 」 と い う 。） の 親 権

者 を 乙 と 定 め ， 乙 に お い て 監 護 養 育 す る こ と と し て 協 議 離 婚 す る こ と 及 び

そ の 届 出 は 乙 に お い て 速 や か に こ れ を 行 う こ と を 合 意 し ， か つ ， 協 議 離 婚

届 出 が 受 理 さ れ る こ と を 条 件 と し て ， 養 育 費 ， 面 会 交 流 に つ い て 次 の と お

り 合 意 し た 。  

 

第 ２ 条 （ 養 育 費 ）  
 甲 は 乙 に 対 し ， 丙 及 び 丁 の 養 育 費 と し て ， 別 紙 共 同 養 育 契 約 合 意 書 （ 以

下 「 本 件 合 意 書 」 と い う 。） の と お り ， 平 成 ２ ７ 年 ２ 月 か ら 丙 及 び 丁 が そ

れ ぞ れ 満 2 0 歳 に 達 す る 日 の 属 す る 月 ま で ， 各 人 に つ い て 下 記 の 金 員 を 支

払 う 義 務 あ る こ と を 認 め ， こ れ を ， 毎 月 〇 日 限 り 乙 の 指 定 す る 金 融 機 関 の

預 金 口 座 （ 本 件 合 意 書 ２ ． 養 育 費 の 支 払 方 法 欄 記 載 の と お り 。） に 振 り 込

ん で 支 払 う 。 振 込 手 数 料 は 甲 の 負 担 と す る 。  

 

２ な お ， 丙 及 び 丁 が ， 満 ２ ０ 歳 に 達 す る 前 に 就 職 し た 場 合 に は ， 同 人 に 対

す る 養 育 費 の 支 払 は ， 同 人 の 就 職 し た 日 の 属 す る 月 ま で に 短 縮 す る 。 ま

た ， 丙 及 び 丁 が 〇 〇 〇 （ 時 期 ） ま で に 四 年 制 大 学 に 進 学 し た 場 合 に は ， 甲

は ， 乙 に 対 し ， 丙 に つ い て は 平 成 〇 〇 年 〇 〇 月 ま で の 間 （ 終 期 ）， 乙 に つ

い て は 平 成 〇 〇 年 〇 〇 月 ま で の 間 ， 上 記 養 育 費 を 支 払 う 。  

 

３ 甲 及 び 乙 は ， 丙 及 び 丁 の 進 学 ， 病 気 等 に よ る 特 別 の 費 用 の 負 担 に つ い て

は ， 本 件 合 意 書 ２ ． 養 育 費 の 備 考 欄 記 載 の 方 針 に 従 っ て 対 応 す る も の と

し ， 具 体 的 内 容 に つ い て は ， 別 途 協 議 す る も の と す る 。  

 

第 ３ 条 （ 面 会 交 流 ）  
 甲 及 び 乙 は ， 甲 と 丙 及 び 丁 と の 面 会 交 流 に つ い て は ， 本 件 合 意 書 の と お

り 合 意 し た 。  

 

２ 乙 が ， 本 件 合 意 書 記 載 の 面 会 交 流 を 実 施 し な か っ た 場 合 に は ， 乙 は ， 甲

に 対 し て ， 一 回 の 不 履 行 に つ き ， 一 日 あ た り 金 〇 〇 万 円 を ， 予 定 さ れ て い

た 面 会 交 流 実 施 日 の 該 当 月 （ 宿 泊 付 き 面 会 交 流 の 場 合 に は 最 終 日 の 該 当

月 ） の 翌 月 末 日 ま で に ， 支 払 う 。  

  

第 ４ 条 （ 強 制 執 行 認 諾 ）  
 甲 は ， 第 ２ 条 に 定 め ら れ た 金 銭 債 務 の 履 行 を 遅 滞 し た と き は ， 直 ち に 強

制 執 行 に 服 す る 旨 陳 述 し た 。  

 

２ 乙 は ， 前 条 ２ 項 に 定 め ら れ た 金 銭 債 務 の 履 行 を 遅 滞 し た と き は ， 直 ち に

強 制 執 行 に 服 す る 旨 陳 述 し た 。  

以 上  

 

 

出 典  特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本 リ ザ ル ツ 作 成 資 料  

令 和 5 年 3 月 1 5 日  参 議 院 予 算 委 員 会  国 民 民 主 党 ・ 新 緑 風 会  嘉 田 由 紀 子  

資料 2-6 
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１． 親権・監護権 

子どもの親権、および、監護権は下記のとおり定めます。 

 第一子 第二子 第三子 

ふりがな    

子の名前    

生年月日 平成    年   月   日 平成    年   月   日 平成    年   月   日 

性別      男  ・  女      男  ・  女      男  ・  女 

親権者 父 ・ 母 ・ 他（     ） 

名前： 

父 ・ 母 ・ 他（     ） 

名前： 

父 ・ 母 ・ 他（     ） 

名前： 

監護者 父 ・ 母 ・ 他（     ） 

名前： 

父 ・ 母 ・ 他（     ） 

名前： 

父 ・ 母 ・ 他（     ） 

名前： 

備考 

 

   

 

２． 養育費 （ 父 ・ 母 ）より（ 父 ・ 母 ）へ、下記のとおり養育費を支払うこととします。 

※入学、入院など、一時的、あるいは急な費用については、備考欄に記入のとおり定めます。 

 第一子 第二子 第三子 

月額 円 円 円 

支払日 □ 毎月    日まで    

□ 給与振込時の引落し 

□ 毎月    日まで    

□ 給与振込時の引落し 

□ 毎月    日まで    

□ 給与振込時の引落し 

開始日 平成     年    月 平成     年    月 平成     年    月 

終了時 ア）満     歳 
□ 誕生月まで 

□ 誕生月に達した後の 3月まで 

ア）満     歳 
□ 誕生月まで 

□ 誕生月に達した後の 3月まで  

ア）満     歳 
□ 誕生月まで 

□ 誕生月に達した後の 3月まで  

イ）高校・専門学校・短大・   
大学・大学院 の卒業まで 

イ）高校・専門学校・短大・   
大学・大学院 の卒業まで 

イ）高校・専門学校・短大・    
大学・大学院 の卒業まで 

ウ)その他 
（                   ） 

ウ)その他 
（                 ） 

ウ)その他 
（                    ） 

備考 
 
 

   

 

  支払方法 

  第一子 第二子 第三子 

口座振込  ※振込手数料は、養育費を支払う親が負担します。 

 金融機関名 

         

銀行・信用金庫（組合）   銀行・信用金庫（組合）   

 

 

銀行・信用金庫（組合） 

 店名 本店・支店 本店・支店 本店・支店 

 口座種類 普通・総合・(          ) 普通・総合・(        )  普通・総合・(        )  

 口座名義    

 口座番号    

その他 
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３．  面会その他の交流  離れて暮らす親と子どもの交流は下記のとおりとします。 

 

面会交流計画（その１） 第一子 第二子 第三子 

予定 

 例：第    週の     曜日    時～  時 

第    週の     曜日    時～   

曜日  時まで 

（  泊  日） 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

祝日 偶数年 奇数年 偶数年 奇数年 偶数年 奇数年 

 

  建国記念日 2 月 11 日          

 

  春分の日 3 月 21 日          

 

  秋分の日 9 月 23 日          

  文化の日 11 月 3 日       

 

  勤労感謝の日 11 月 23 日          

 

  天皇誕生日 12 月 23 日          

 

 
振替休日  

 
 

 
 

 
 

 

  上記以外の３連休以上は、その週末を過ごす予定の親と過ごすものとする。 

 
春休み 

 

  

  
  

 
ゴールデンウイーク 

 

  

  
  

 

夏休み 

 

 

 

  

  

  

 

冬休み 

 

 

  

  

  

 

子どもの誕生日 
 

   

  

 
 

 

その他 
※父母の誕生日、祖父母の誕生日の取決め等 

※子の病気などで実施できなかった際の代替日

の設置についての取決め等 

 

 

    

 
 

その他の交流 

 手紙・メール・SNS 等    

 
電話・ビジュアルコミュニケーション       

 

 

 
その他 

    

KAf7u9t1
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面会交流計画 （その２） 第一子 第二子 第三子 

子の受け渡し場所 

 

迎え 

場所 

□(父・母)の自宅 

□最寄（       ） 

□その他（      ） 

□(父・母)の自宅 

□最寄（       ） 

□その他（      ） 

□(父・母)の自宅 

□最寄（       ） 

□その他（      ） 

 

方法 

 

 

 

  

 

送り 

場所 
□(父・母)の自宅 

□最寄（       ） 

□その他（      ） 

□(父・母)の自宅 

□最寄（       ） 

□その他（      ） 

□(父・母)の自宅 

□最寄（       ） 

□その他（      ） 

 

方法 

 

 

 

  

 その他 
※第三者を介した受け渡しをする場合には、そ

の第三者氏名等 
 

 

 

 

 

  

面会交流時の行動範囲 

  

面会交流時の行動範囲            

(範囲の例：東京都内、日帰り圏内 等) 

□自由 

□範囲を定める 

（               ） 

 

□自由 

□範囲を定める 

（               ） 

 

□自由 

□範囲を定める 

（               ） 

 

 その他 
※指定された範囲外に行く場合には、下記の
帰省・旅行等の取決めに準ずる。 

※監視付の面会交流が必要な特別な事情が
ある場合には、その面会交流場所（公園、施
設等）と監視者名 

 

   

父母の連絡方法 

 電話・メール等・手紙・書面等  

 

 

  

 その他    

交通手段 

 電車/バス等公共交通機関利用    

 自家用車 
法定基準に則したチャイルドシートを備えていること。 

   

 その他    

費用負担 

 送迎、面会交流中の移動にかかる交通費は 
(父・母）が負担する。 

 

   

 その他 

 

   

帰省・旅行等 
※父母に関わらず、帰省・旅行等宿泊を伴う場合は予め、旅程や宿泊先等の情報を相手の親に知らせること。 

※父母に関わらず、海外に子を連れて出る場合は、事前に一方の親の了解をとること。 
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【追加規定】 
 
1. 親の現住所 

転居する際は、1か月前までにもう一方の親へ連絡する。また、下記について、変更が生じた際は、変更が生じた
日から    日以内（具体的な日数を記入）に、もう一方の親に連絡することとする。 

非監護親：居住地、実家住所、郵便物受取住所、職場の住所、および電話番号 
監護親 ：居住地、実家住所、職場の住所、および電話番号、子の学校 

 
2. 子の情報の共有 

子の成績表、学校行事、進学、課外活動、予防接種、アレルギー、通院（お薬手帳含）の記録、引越し等、子の
重要な情報は共有することとする。 

 
3. 面会交流の取消し等 
ア、 非監護親が、遅刻の連絡をしないまま、    分（具体的な数字を記入）以上約束の時間に遅れた場合、  

監護親は、その回の面会交流を取り消すことができる。 
イ、 決められた面会交流が実施できない場合、その事由が生じた側は他方の親に    日前までに通知しなけれ

ばならない。その場合には代替日を提案し、他方の親の同意を得なければならない。事由が子の病気の場合、
非監護親の求めに応じ、診断書、通院記録等を提出しなければならない。 

ウ、 面会交流時に子が病気などで予定通りに面会交流が終了出来ない場合、非監護親は速やかに監護親に通知
しなければならない。 

 
4. 否定的な発言の禁止 

どちらの親も、子に聞こえる距離で、もう一方の親やその家族、友人などについて否定的な発言をしてはならない。
また、第三者が否定的な発言をするのを許してはならない。 

 
5. 伝言 

子に言づてをさせてはいけない。父母は直接連絡を取り合い、言づてに子を利用してはならない。 
 
6. アルコール、薬物の使用 

（父・母）は子と一緒に過ごす    時間前（時間を指定）または一緒にいる間に、アルコール飲料を服用してはな
らない。禁止された薬物、危険ドラッグ等は常時使用してはならない。また、子の前で第三者が使用するのも許し
てはならない。 

 
7. 煙草 

どちらの親の家、車においても、子を副流煙にさらしてはならない。 
 
8. 日誌 

父母は日誌を共有し、子が一緒にいる際に生じた健康、教育、福祉に関する情報を記録する。この日誌は子とと
もに移動するよう父母は確実に受け渡しを行う。 

 
9. その他の取決め事項 

 
例：子がパスポートを保有している場合のパスポートの保管者等 
 

10, 合意内容の変更 
本合意書は、子や親の変化と必要性に応じて追加、または変更しうる。その場合は、変更事項と父母の署名、日
付を記した書面 2通を作成のうえ、父母は各 1通を保管する。本合意内容の追加または変更について父母間で
合意に至らない場合は、再度、特定非営利活動法人日本リザルツの ADR 手続きを利用することに合意する。 

 
11, 共同養育計画の発効 

本合意書は、平成  年  月  日より効力を有するものとし、当該日から、父母は養育費の支払い及び面会交
流を開始するものとする。 
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子どもの養育について、以上のとおり合意いたします。 
 
 
 

平成    年    月    日 
 
 
 
 
【父】 

氏名   ：                                          印 

現住所 ：                                        

電話   ：                                        

メール  ：                                        

緊急連絡先：                                      

 
 
【母】 

氏名   ：                                          印 

現住所 ：                                        

電話   ：                                        

メール  ：                                        

緊急連絡先：                                      

 
 
【立会人（      ）】 

氏名  ：                                          印 

団体名：特定非営利活動法人 日本リザルツ 

住所  ：東京都千代田区霞ヶ関３-６-１４ 三久ビル 503 

電話  ：03-6268-8744 

 

 
【立会人（弁護士）】 

氏名 ：                                          印 

住所 ：                                         

電話 ：                                             
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